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講解説教の本質



説教とは何か
I. 講解説教の定義
A. 一般的に言われる説教の種類
1. テキスト説教

一般的に、説教者が説教しようとしている主題に入るきっかけとして、 聖書のごく
短い箇所（1～2節）をもちいる説教

2. 主題説教

ある定まった主題が説教の中心となり、その主題およびその持つ内容に従って説教
を構成していく説教

3. 講解説教

a. 一般的理解

(1) 講解説教とは、聖書を順番に学ぶことである

(2) 講解説教とは、聖書原典を、その原文の、ヘブル語とギリシャ語で再翻訳して
分かりやすく話す説教のことである 

(3) 講解説教とは、テキストの構造と説教の構造が同じ説教のことである

(4) 講解説教とは、聖書の比較的長い一まとまりの章節を取り上げ、その文脈の趣
意にそいつつ説教を構成していくこと

b. 講解説教の本質

(1) 講解説教は聖書を語る説教である
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(2) 講解説教は聖書が何を意図していたのかを説明する説教である

(3) 講解説教は聖書が何を意図しているのかを説明する説教である
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B. 聖書的説教としての講解説教
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説明される箇所がどのような長さだとしても、もし特定の聖書の著者が執筆段階で持っていた意

図と、また聖書全体の文脈と照らし合わせて、正しく本質的な意味をはっきりと説明し、今日の

聞き手の必要に適用するならば、このような説教は講解説教と呼ぶことができるでしょう・・・

講解説教とは、聖書を説教することであって、聖書について説教することではないのです。「主

が何を言われるか」が、講解説教のアルファであり、オメガなのです。聖書で始まり、聖書で終

わり、その間にあるすべてが、聖書によって生じるのです。言い方を変えれば、講解説教とは、

聖書中心の説教なのです。（メリル・アンガー）

1950年代、ロイドジョーンズだけが、イギリスで唯一、彼が「講解説教」と呼ぶことができる働

きに従事していました。彼にとって、［講解］説教とは、単に聖書的な内容であるだけではあり

ませんでした。言葉の学びに基づいたメッセージや、章全体の分析を足早に解説していくことは

ひょっとすると聖書的と呼ばれるかもしれませんが、けれどもそれは、聖書の説き明かしと同じ

ではないのです。説き明かすとは、単に節や箇所の正しい文法的意味を説明することではなく、

言葉が伝えようとしている原則や教理を提示することなのです。それ故に、真の講解説教とは

「教義的説教」であり、神が人に示している特定の真理を伝えることなのです。講解説教者と

は、他の人に「学んだことを分かち合う」人ではなく、神のことばを人々に権威的に語る使節で

あり、メッセンジャーなのです。（イアン・ムレイ）



C. 定義

1. 簡易版

2. 正式な定義

II. 著者の意図と講解説教
A. 著者の意図の重要性
1. 聖書の真理は著者が意図した意味に見いだされる

2. 説教の権威は著者の意図した意味が語られるときのみに現れる

B. 著者の意図を語らない危険
1. 聖書の教えていないことを真理として教える

2. 聖書の間違った読み方を聴衆に教える
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講解説教とは聖書が「意図したことは何かを」を理解し、「意図することは何か」を伝える説教

である

講解説教とは特定の聖句または聖書全般から、解釈の原則に基づいた注意深い釈義によって得ら

れる神の意図する内容を語る説教であり、現代の聴衆に対してこの神の意図する内容を明瞭に説

明することを通して、明示される普遍的真理を用いる聖霊の働きによって、説教者本人および聴

衆の生涯が変えられるように語られる宣告である。



C. 著者の意図を理解しない原因

1. 自分の伝えたいことを伝えようとする

2. 人が聞きたいと思うことを伝えようとする

3. 充分に学ばないで伝えようとする

III.講解説教の重要性
A. 講解説教をすべき理由
1. もし聖書が神の霊感によるのなら、講解説教をすべきである

2. もし聖書が無誤無謬であるなら、講解説教をすべきである

B. 講解説教の妥当性
1. 現代のキリスト教会が抱える問題

2. 現代のキリスト教会が語らなければ
ならないメッセージ
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教会外の人々が、今日、究極の消費者です。私たちは好まない

かもしれませんが、私たちが語るすべてのメッセージを、彼ら

は、「この主題に私は関心を持てるだろうか」と自問している

のです。もし彼らが興味を持てなければ、私たちがいかに効果

的な伝達をしても、彼らの思考は閉ざされてしまうのです。 

Bill Hybels
From Mastering Contemporary Preaching (Portland, Oreg.: 

Multnomah, 1989), 27.



3. 講解説教をすべき根拠

a. マタイ28:19‒20

b. 1テモテ4:13

c. 2テモテ2:2

d. 2テモテ4:2

e. テトス2:1

C. 講解説教の模範
1. ネヘミヤ8:8

2. 使徒の働き20:26‒27

3. ルカ24:27, 32, 44‒47

4. 使徒7:2‒53
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講解説教者とは何者か
I. 最重要事項である「みことばの奉仕」
A. 「みことばの奉仕」と説教

B. パウロの働きと説教
1. 使徒20:24

a. 「任務」は「福音を厳粛に証する」ことであった

b. 「奉仕」はキリストから任命されたものであった（使徒26:16）

2. コロサイ1:24‒27

a. 「務め」は「神のことばを余すところなく伝える」ことであった

b. 「神のことば」は「奥義」のことであった

講解説教の本質 講解説教者とは何者か
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3. Ⅰテモテ2:7

a. 「任命」は「宣伝者」「使徒」「教師」となることであった

b. 「宣伝者」とは「説教者」のことである（テトス1:3）

C. 次世代の働き人と説教
1. ゆだねられたものを守り、とどまる（Ⅰテモテ6:20; Ⅱテモテ1:13‒14; 3:14）

2. みことばを宣べ伝える（Ⅱテモテ4:2）

3. 次世代の働き人を訓練する（Ⅱテモテ2:2）

II. 講解説教者の務め
A. 布告官としての務め
1. 伝えるべきメッセージの伝授

講解説教の本質 講解説教者とは何者か

10



2. 伝えるべきメッセージの伝達

B. 管理者としての務め
1. しもべとしての説教者

2. 管理者としての説教者

3. 説教者の働きの秤

C. 使節としての務め
1. 説教の目的

講解説教の本質 講解説教者とは何者か
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2. 説教の結果

3. 説教における懇願

a. ヤコブ1:21‒25

b. マタイ7:24‒27

c. マタイ28:19‒20

d. Ⅱコリント5:18‒20

III.講解説教者の責任
A. 注意深く発掘する

B. 注意深く説明する

C. 注意深く適用する

講解説教の本質 講解説教者とは何者か
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講解説教の準備



聖書を正しく理解する

I. 正しい理解の土台
A. 著者の意図を理解する

B. 著者の意図を理解するための原則
1. みことばは理解不能なものではない

2. みことばはコミュニケーションの手段である

3. みことばは漸進的に与えられている

4. みことばがみことばを解釈する

5. みことばには一つの正しい解釈がある

6. みことばを逐語的に理解する

7. みことばを文脈に沿って理解する

8. みことばは権威的である

9. みことばは謙遜のうちに解釈されるべきである 

II. 正しい理解の方法
A. 聖書に親しむ
1. 聖書を読む

a. 祈りとともに読む

b. 文脈を理解するために読む

c. 内容を掴むために読む

2. 背景を知る
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B. 聖書を観察する
1. 文法に注意を払う

2. 鍵となる単語や表現に注意を払う

3. 詳細に注意を払う

C. 聖書を検証する
1. 単語を検証する

2. 文を検証する

3. 段落を検証する

4. 背景を検証する

5. 教理を検証する

D. 聖書を解釈する
1. 検証結果をまとめる

2. 命題を見つける

III.正しい理解の助け
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良い説教を作る
I. 普遍的真理を理解する
講解説教者は導き出された釈義的命題が、どの世代のどの人にも適用することができる普遍的

真理であるかどうかを吟味しなければなりません。聖書は特定の時代の特定の人々に向けられて
書かれていますから、多くの釈義的命題は今日の聴衆に直接的に適用しないということに留意す
る必要があります。

しかし、神が不変な方であり、どのような時代、どのような場所にいても、人の持っている性
質と根本的必要は同じであり、神の啓示と人との関わりは、何らかの普遍的約束、特権、また要
求を持っています。それ故に、説教者は釈義的命題が全人類的にも、また現代の聴衆にも何らか
の普遍的真理を教えていること覚え、その真理を見いだす必要があるのです。

解釈者の務めは聖書の意味を見いだすことです。講解説教者の務めはその先にあります。説教
者は聖書にある普遍的真理を見いださなければならないのです。私たちはパウロが旧約聖書にし
たことを、聖書全体に行っていかなければならないのです。

講解説教の準備 良い説教を作る
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昔書かれたものは、すべて私たちを教えるために書かれたのです。それは、聖書の与える忍耐と
励ましによって、希望を持たせるためなのです。 ローマ15:4

これらのことが彼らに起こったのは。戒めのためであり、それが書かれたのは、世の終わりに臨
んでいる私たちへの教訓とするためです。 Ⅰコリント10:11

聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのために有益です。それ
は、神の人が、すべての良い働きのためにふさわしい十分に整えられた者となるためです。
 Ⅱテモテ3:16-17

普遍的真理

聖書

釈義
・解
釈

説教・適用

聴衆



II. 説教的命題を付ける
聖書の著者たちが中心的アイデアを持っていたように、講解説教者も語るメッセージにおいて

中心的アイデアを持っています。講解説教は単に聖句の解説をすることではありません。そこに
は解説と現代の聴衆に対する適用の両方が存在しているのです。つまり、聖句は説教者を通し
て、聴衆に語られなければならないのです。

説教的命題とは説教者が語ろうとするメッセージの中心的アイデアまたはテーマです。「この
目的のために、この聖句を解説します。」という宣言です。説教的命題と釈義的命題の一番の違
いは、説教的命題が、現代に生きる、今メッセージを聴いている人たちが念頭に置かれているの
に対し、釈義的命題は、著者が生きていた時代に存在していた人々を念頭に置いているというこ
とです。

A. 説教的命題の必要性
1. 釈義的命題には普遍的適用がない場合がある

2. 釈義的命題は一つのメッセージではカバーしきれない場合がある

3. 釈義的命題はメッセージには適さない場合がある

4. 釈義的命題は現代の聴衆に意味がない場合がある

B. 説教的命題の特徴
1. テキストの目的を解説する

講解説教とは聖書の語っていることを語るメッセージです。それ故に説教的命題は
テキストの目的に基づいていなければなりません。聖書のテキストに記されている教
理が、説教的命題を作り上げるのです。講解説教者は、最初になぜ特定の聖句が聖書
に記されているのかをしっかりと理解し、それに基づいて、神が自分のメッセージを
通して何を聴衆に伝えるべきなのかを考えるのです。

2. メッセージの目的を告げ知らせる

なぜ特定の聖句が聖書に記されているのかを理解した後で考えるのは、なぜこの真
理を人々に伝えなければならないのかということです。なぜ聴衆はこのメッセージを
聴かなければならないのか、どうしてこの真理を適用しなければならないのかという
二つの質問にきちんと答えを出す必要があります。

良い命題にはこれらの二つの特徴を見ることができます。逆にこれら二つの特徴を兼ね
備えていなければ、説教を始めるべきではないといっても過言ではないかもしれません。

C. 説教的命題の価値
説教的命題のあるメッセージは、一貫性が生まれてきます。一つの考えがメッセージ全

体を統一させるからです。全体的な構成に安定が生まれ、人々が聞きやすいものになりま
す。逆に説教的命題がないメッセージは、何を伝えたいのかが分かりにくい、難解なものに
なるでしょう。様々な方向に話が向かってしまい、著者の意図することも、説教者の伝えよ
うとすることも焦点がぼやけてしまうのです。

講解説教の準備 良い説教を作る
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メッセージの具体的な指針を説教的命題ではっきりと示すことによって、聴衆は何をこ
れから学んでいくのかをしっかりと理解します。期待感を持って耳を傾けようとします。命
題は説教の骨格を作り上げ、人々はメッセージを聴きながらその肉付けを見ていくのです。

III.説教的アウトラインを作る
A. アウトラインの利点
1. 説教者にとって

a. メッセージの統一性を保つことができる

b. ポイントの関連性をはっきりさせる

c. ポイントの流れをはっきりさせる

d. 弱点を見ることができる

e. 覚えやすくさせる

2. 聴衆にとって

a. メッセージを理解しやすくさせる

b. メッセージを心地よく聞ける

c. 集中を保つことができる

d. メッセージに説得力を感じる

e. 覚えやすくさせる

B. アウトラインの構成の方法
1. 時間に基づくアウトライン

2. 地理に基づくアウトライン

3. 論理に基づくアウトライン

C. アウトラインの一般的原則
1. メイン（親）ポイントは中心的アイデアをサポートしなければならない

2. サブ（子）ポイントはメイン（親）ポイントをサポートしなければならない

3. 一つのポイントは一つの概念のみを扱わなければならない

4. 一つのポイントは一つの特定の目的を達成しなければならない

5. 一つのグループに属するポイントは調和していなければならない

6. 一つのグループに属するポイントは構成において並列でなければならない

7. サブ（子）ポイントは論理的に従属した内容でなければならない

講解説教の準備 良い説教を作る
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IV.結論を作る
A. 結論の重要性

メッセージの結論部分は、飛行機を着陸させることに良くたとえられます。良いパイ
ロットは、決してどこに着陸するべきなのかを忘れませんし、いつ着陸するべきなのかを
ちゃんと心得ています。それ故に有能な説教者は、しっかりと結論を考えるのです。

B. 結論の必要性
1. 結論があることによってメッセージは講義でなくなる

2. 結論があることによってメッセージは突然停止するのではなく、ふさわしい終わり方
をすることができる

3. 結論を通して聴衆はメッセージに具体的な適用をもって答えようと心動かす

C. 良い結論の条件
1. 具体的な目的を達成するように作られている

2. 注意深い準備によって作られている

3. メッセージが自然に終わることができるようなスタイルと内容になっている

4. 個人的な呼びかけがなされている

5. メッセージの終わりを明確にしている

6. 聴衆の意志/感情に働きかける 

講解説教の準備 良い説教を作る
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I. 親ポイント１
A. 親ポイント１をサポートする子ポイント１
1. 子ポイント１をサポートする詳細１
2. 子ポイント１をサポートする詳細２

B. 親ポイント１をサポートする子ポイント２
II. 親ポイント２
A. 親ポイント２をサポートする子ポイント１
B. 親ポイント２をサポートする子ポイント２

III. 親ポイント３
A. 親ポイント３をサポートする子ポイント１
1. 子ポイント１をサポートする詳細１
2. 子ポイント１をサポートする詳細２

B. 親ポイント３をサポートする子ポイント２



V. 導入を作る
A. 導入の重要性

導入は非常に重要です。聴衆が真剣にメッセージに耳を傾けるために、導入の持ってい
る役割は非常に大きいからです。このことをハッドン・W・ロビンソンは次のように教えて
います。

B. 導入の必要性
1. 聴衆がメッセージを有効に聴くために導入が必要である

a. 聴衆がメッセージを聴くための準備を整える

b. 聴衆がメッセージを聴く必要があることを分からせる

c. 聴衆がメッセージを聴きたいと思うようにさせる

2. 聖句や聖書の主題に導入が必要である

a. メッセージのメインポイントの強調点を妨げないように、あらかじめ予備的な、し
かし重要な情報がメッセージの本題に入る前に語られる必要がある

b. 継続的にされるメッセージでは、前のメッセージとの関係を明確にする必要がある

c. テキストの講解をする前に、釈義的命題が暗にまたは明白に告げられる必要がある

3. 説教者に導入が必要である
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序論はまず注意を引くべきである。牧師は講壇に立つ時、会衆が座席から身を乗り出し
て、彼の説教を期待に満ちて待ち構えているなどと考えてはならない。現実の姿は、彼ら
はいささか退屈していて、牧師が事態をさらに悪化させるのではないかという疑念を抱い
ている。ロシアのことわざが説教者に賢明な忠告を与えている。「人もロバも扱い方は同
じだ。しっかり押さえようと思ったら耳をつかまえろ。」そこで説教の最初のことばは劇
的である必要はない。平易である必要さえない。ただ聞き手にどうしても耳を傾けさせる
ように、彼らの心を捕らえねばならない。もし説教者が、最初の三十秒間に注意を引きつ
けることができなかったら、注意を引くことは全くできないかもしれない・・・どのよう
に話し始めようとも、牧師は最初の二十五語をもっとも有効に用いて、人々の注意を捕ら
えるようにすべきだ。耳をそばだてさせるオープニングは、その後に続く話が、誰にとっ
ても三十分を費やして聞くだけの価値があることを約束する。

説教者には三つのタイプがある。とても聞く気になれない人、聞くことのできる人、
聞かずにはいられない人の三タイプだ。たいてい序論の間に会衆は、その朝、自分た
ちに語りかけている説教者が、どのタイプの語り手かを決めてしまう。



C. 導入の目的
1. 注意を引く

2. 興味を持たせる

3. 説教者に対する好意を抱かせる

4. メッセージの目的を告げる

5. 前のメッセージとの関連を伝える

6. メッセージの主題を紹介する

D. 良い導入の条件
1. メッセージの命題に深い関連がある

2. 強い印象を与える

3. 一つのテーマへと絞り込まれていく

4. 聖書のテキストの解説につながっている

5. メッセージの内容を予期させる

6. 賢いふさわしいことばで組み立てられている

7. 全体の長さにふさわしい

8. 命題への橋渡しをしっかりとする
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講解説教の実践



説教の目的と説教者の務め
I. 説教の目的
A. 神を知る

B. 神の要求を知る

C. 神の要求を生きるようになる

II. 変化の方法
A. 変化は聖霊の働きである

B. 変化は聖書を通してなされる

C. 変化は人が実践して起こる

III.適用と説教
A. 適用の必要性

B. 適用の限界

C. 聖書の真理と個人的適用

講解説教の実践 

23



講解説教と説教者の関係
I. 説教者と講解説教の力
A. 言葉を使ったコミュニケーションと説教の力

B. 言葉を使わないコミュニケーションと説教の力

C. 説教者の情熱と説教の力

D. 説教者の生き方と説教の力

II. 説教者と召命
A. 主観的召命

B. 客観的召命

講解説教の実践 
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